
提

出

者

北

川

れ

ん

子

平
成
十
三
年
十
二
月
六
日
提
出

質

問

第

三

五

号

「
天
災
時
に
お
け
る
新
幹
線
鉄
道
の
深
夜
・
早
朝
走
行
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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「
天
災
時
に
お
け
る
新
幹
線
鉄
道
の
深
夜
・
早
朝
走
行
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
〇
一
年
六
月
一
九
日
、
西
日
本
一
帯
に
お
け
る
大
雨
の
影
響
で
新
幹
線
鉄
道
の
ダ
イ
ヤ
が
大
幅
に
乱
れ
、
兵
庫
県
尼
崎

市
内
に
お
け
る
新
幹
線
鉄
道
の
走
行
は
深
夜
午
前
二
時
ま
で
に
到
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
沿
線
住
民
の
生
活
と

睡
眠
に
全
く
配
慮
す
る
こ
と
な
く
、
騒
音
と
振
動
を
振
り
ま
き
な
が
ら
走
行
し
た
為
、
多
く
の
沿
線
住
民
よ
り
、
安
眠
を
妨
げ

ら
れ
た
と
の
苦
情
や
怒
り
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

天
災
に
よ
る
異
常
事
態
で
、
利
用
者
で
あ
る
乗
客
の
こ
と
を
考
え
る
と
深
夜
・
早
朝
に
わ
た
る
走
行
を
、
全
く
否
定
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
沿
線
住
民
の
生
活
と
睡
眠
に
影
響
を
与
え
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
走
行
す
る
の
が
世
間
の
常
識
で
す
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
こ
の
こ
と
を
問
い
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
『
「
新
幹
線
鉄
道
振
動
対
策
に
係
る
指
針
値
」
（
七

〇
デ
シ
ベ
ル
）
を
守
っ
て
い
る
か
ら
、
何
ら
問
題
は
無
い
。
』
と
、
反
省
の
色
も
見
せ
な
い
有
様
で
す
。
か
か
る
様
な
騒
音
公

害
に
対
し
監
督
官
庁
は
、
ど
の
様
に
対
処
す
る
の
か
。
以
下
質
問
す
る
。

一

天
災
な
ど
の
影
響
で
深
夜
か
ら
早
朝
に
わ
た
っ
て
住
宅
密
集
地
を
走
行
す
る
場
合
は
、
沿
線
住
民
の
生
活
に
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

二

天
災
に
よ
る
ダ
イ
ヤ
の
大
幅
な
乱
れ
で
、
や
む
を
得
ず
深
夜
・
早
朝
に
走
行
す
る
場
合
、
百
キ
ロ
以
下
の
ス
ピ
ー
ド
の
走

一



行
が
沿
線
住
民
の
許
容
限
度
と
思
わ
れ
る
が
い
か
が
か
。

三

Ｊ
Ｒ
西
日
本
へ
の
、
指
導
は
ど
の
様
に
し
て
こ
ら
れ
た
か
、
ま
た
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
、
述
べ
ら
れ
よ
。

右
質
問
す
る
。

二


